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輪講資料
•位置情報を利用した相互扶助支援システムの提案
•名城大学理工学部情報工学科 林佑亮

•TLIFESを利用した避難支援システムの提案
•名城大学理工学部情報工学科 櫻井宏基



研究背景
•旅行支援の要求の増加
• 単独で旅行をする高齢者・障がい者の増加
• 東京オリンピック・パラリンピックの開催

•大規模災害による被害多発
•重要な要求は家族の安否確認・避難
•共助
• 災害時に、まず自分自身の安全を確保した後に、近所や地域の方々と助け合うこと

•スマートフォンの普及



既存のシステム
新・まもるくん

TWITTERを用いた災害時安否確認システム
「T-@NPI」



既存のシステム
•新・まもるくん
• 特定の端末が必要

• 特定の範囲のみでのサービス

• 名古屋市とその周辺のみで利用可能

• 電話対応が必要

• 言語に障がいのある方や聴覚障がいの方は利用できない

•T-@npi
• ツイートがスルーされる可能性がある

• 位置情報のリアルタイム性に欠ける



提案システムの概要
•日本全国で利用できる

•どの端末でも利用できる

•リアルタイム性のある位置情報の共有

•要救助者の周りの人に確実に救助依頼を届ける

•解決策としてTLIFESの利用



TLIFESの概要



提案システムの概要



GUI
•林はAndroid Studioでアプリを作成

•櫻井はProttを使って作成
• Prottとは、UIデザイン作成ツールのこと

櫻井が作成したデモンストレーション
https://prottapp.com/p/6d0d6b#/s/5c5134014942fb537be2b2c2

https://prottapp.com/p/6d0d6b#/s/5c5134014942fb537be2b2c2


GUI
ログイン画面 登録画面



GUI
ホーム画面 支援内容設定画面



GUI
支援要請画面 支援要請通知画面



GUI
支援状況通知画面 支援状況通知画面

オレンジマーカ:支援可能
青：支援不可能
緑：未回答



GUI

支援状況通知画面

オレンジマーカ:支援可能
青：支援不可能
緑：未回答

青い円は半径：360m
緑：1370m
赤：4570m



まとめ
•既存の研究
• 全国どこでも利用可能

• 要救助者が依頼を出せない時も家族が代わりに出せる

• 要救助者の周囲に救助依頼通知を送り、救助の可能性を高めた

• 文字入力以外の連絡手段も可能に

•今後の課題
• 実装と改善
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